





Japanese building stones in historic buildings：
Tokyo Metropolitan Teien Art Museum
Mutsuko Inui＊
Abstract: Domestic building stones are rarely used nowadays but it is still possible to find them in some 
of the historic buildings, most of them built in the early 20th century. Unfortunately the provenance 
records of the building stones are not commonly kept, official or private. This paper is the progress 
report of our surveillance on the provenance of the stones used in the building of the Tokyo Metropolitan 
Teien Art Museum, formerly the residence of Prince Asaka family.
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 ＊  国士舘大学理工学部
  Department of Science & Engineering, Kokushikan University 図 1．東京都庭園美術館（旧朝香宮邸）建物外観。
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この部分の外壁（図 16）はパターンが図 5 および図 12
に示した国産（の可能性がある）大理石と大変よく似て
いて，国産大理石である可能性がある。主階段の踏み面
に純白に近い大理石が用いられている（図 17）が，当
時よく輸入されていたイタリア産「ビアンコ・カラー
ラ」とは明らかに紋様パターンが異なり，もし国産であ
れば山口県の「薄雲」の可能性がある。二階の第二浴室
の壁にも「薄雲」に見える白大理石が用いられている
（図 18）。二階の北の間（第二ベランダ）の窓台には緑
色の蛇紋岩石材が用いられており，小客室の暖炉と同じ
理由で，国産石材の可能性があると考えられる。この箇
所は「工事録」でも矛盾があり，仕様書の方だけは「国
産」と記載されている。
最後に大客室の暖炉を示す（図 20）。この暖炉の正面
からは見えないが，使われた石材の小口側断面を見ると
オニックスと呼ばれる縞模様の石灰岩に近い材であるこ
とが分かる（図 21）。この乱れた縞模様は，他の建築物
で用いられている富山県産のオニックスに似ている。た
だし産出量が非常に少なかった石材なので判断は難しい。
4．ま　と　め
1933年竣工の東京都庭園美術館の建物に使用されてい
る石材を調査した中から，国産石材と判断できる石材
（記録上と目視鑑定でともに国産と鑑定できる）と，国産
石材の可能性がある石材（国産との記録はないが，目視
鑑定により国産と鑑定することができる）とを紹介した。
図 16． 正面テラス外壁の大理石。風化しているが，パターンが
図5および12の国産大理石によく似ていることが分か
る。
図 19． 二階の北の間（第二ベランダ）の窓台。図14と同じ理
由で国産の蛇紋岩である可能性が高い。
図 17． 主階段の踏み面。記録上は外国産大理石であるが，当時
よく用いられていた白大理石の輸入材「ビアンコ・カラ
ーラ」には見えない。山口県の「薄雲」に似ている。
図 18．二階の第二浴室。山口県の「薄雲」に似ている。
133　歴史的建造物に見られる国産建築石材の調査　−東京都庭園美術館−　
図 21． 大客室の暖炉（図20）の内側。正面に見えている石材
の小口断面にあたる。正面には見えていない縞模様か
ら，大理石の中でも「オニックス」と呼ばれる種類の石
材に近いことが分かる。富山県のオニックスに類似の色
目のものがあったことが知られている。
謝　　辞
本稿では，石材鑑定の多くの部分を矢橋修太郎（矢橋
大理石株式会社社長）によっている。調査に同行いただ
き，石材利用の歴史的経緯も含む詳細な解説をいただい
たことを感謝する。また，調査には牟田行秀（東京都庭
園美術館）に多大な協力をいただいたことをここに述べ
て感謝する。ここには記さないが他の多くの歴史的建造
物を多くの方々の協力を得て調査してきた経験が，この
ひとつの建物の石材調査に様々な形で役立っている。関
係するすべての皆様に感謝したい。
参　考　文　献
乾睦子（2009）日本の大理石石材産業と歴史的建造物につい
て．日本地球惑星科学連合2009年大会J231-005.
乾睦子（2012）国内の花崗岩石材産業の歴史と現状−「稲田石」
を例として−．国士舘大学理工学部紀要 5, 74-80.
乾睦子・北原翔（2009）日本の建築用大理石石材と産地の現
状．地質学雑誌 115（1）， I-II.
宮内省内匠寮（1931-1933）「朝香宮邸新築工事録」宮内省
小山一郎（1931）「日本産石材精義」竜吟社
全国石材工業会（1965）「大理石・テラゾ五十年の歩み」全国
石材工業会
東京都庭園美術館（2004）「旧朝香宮邸のアール・デコ」東京
都庭園美術館
図 20． 大客室の暖炉。アンリ・ラパンが内装設計を手掛けた部
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